
 

 

 

よつば小学校の朝🌞 

丁寧にお辞儀をしながら「おはようございます」と挨拶してくれる子に、にっこり。「おはよ

うございます」と挨拶して駆け抜けていく子ににっこり。雨降りの朝やどんよりと曇った朝で

も、子供たちがやってくると不思議と力が湧いてきます。 

～いっぱい失敗してもいいんだよ。みんなには、たくさん素敵なところがあるのだから。～ 

そんな気持ちで、毎朝、子供たちを迎えています。 

 

★ふとした子供の言動に、「かなわないな」と脱帽することがしばしばあります。 

＜エピソード①＞誰も見ていないところでも・・・ 

朝、正門で子供たちを迎え入れ、校舎へ戻ろうとしたときのことです。花

壇に植えられた花の苗に水やりをする高学年の男子と出会いました。委員会

の当番活動でした。当たり前のことと言えばそうなのですが、私が心打たれ

たのは、その水やりをする姿なのです。じょうろの先を花の

苗の根元に向けて、ぎこちなく、でも優しく丁寧に、花をい

つくしむように水をかけているのです。もうすぐ教室では、

朝の会が始まる時刻です。きっと、気がせいているはずで

す。ぱぱっと水をかけて終わることもできたでしょう。それ

でも心を込めて水やりをする姿に、単なる当番活動ではな

い、この子の花苗に対するやさしさを感じました。 

 

＜エピソード②＞当たり前だけれど、当たり前じゃないこと 

学校には、子供たちの学校生活や学習をサポートしてくださる支援員さん

が７名います。その方々から心温まるエピソードを聞かせていただくことがあ

ります。 

子供たちは、毎日鉛筆を削って授業に臨みますが、途中で削らなければなら

ない場面も出てきます。そんな時、支援員さんが、ある子に鉛筆削りを貸した

のだそうです。すると、その子は、使った後に削りかすを捨て、きれいな状態に

して、「ありがとうございました」ときちんと挨拶をして返したそうです。これも

また、当たり前のこと、些細なことかもしれませんが、削りかすを捨てて返すと

いう行動に、その子の誠意を感じました。支援員さんがその行動を心に留めて

教えてくださったことも嬉しい出来事でした。 
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校長先生、「つながる」とはどういうことですか？ 

「挨拶は人と人とがつながる最初の扉」と話す私に、ある６年生からこんな質問がありました。 

「つながる」とは、人と人とが安心できる人間関係をつくること。人は一人では生きていけな

い。だから、挨拶を交わすところからスタートして、互いに安心して助け合える関係をつくって

いくことが大切。そう話しました。 

 

「つながる」ためには？ 

つながるためには、学校や地域の中で、人とつながることのよさを実感したり、つながり方を

身に付けたりする必要があります。身近な大人が幸せそうに人とつながっていたら、「つなが

るっていいな」と子供たちも人とつながろうとするでしょう。 

自分とつながることも大切です。「自分はだめだ」と思い込んだら、一番の味方である自分自

身とつながることはできません。でも、苦手なことに出会うと、「自分はだめだな」と思ってし

まったり、自分と人を比べて心が折れてしまったりすること、ありませんか？ 

そんなとき・・・ 

 

得意と苦手の捉え方 

ある方が著書の中でこんなことを書いていらっしゃいました。 

「得意は人を助けるときに使う力、苦手は友達の気持ちに寄り添えるやさしさのもと。得意な

ことと苦手なことがあるのが個性。（得意なことと苦手なことは人それぞれ違うけれど）得意

なことと苦手なことがあるという個性は、みんな同じように持っている」 

そう捉えたら、少し安心できませんか？ 

子供たちが人とつながる素地として、さらに、その子が自分の人生を安心して生きていく上で

も、「自分自身とつながる」ことを大切にしてあげたいなと思います。 

つながる力は、子供たちが社会に出たときに、自分らしく生きる上で必ず役に立つ力になる

はずです。 

 

「つながる」とは？と質問してくれた６年生のおかげで、私自身も大切なことをじっくり考える

ことができました。感謝です。質問してくれた６年生、ありがとう！ 

 

大人である私たちも、今からでも決して遅くないので、自分とつながり、人とつながり、笑顔

で生活していけたらとても幸せだと思います。 

 

 

 

 

４地区のコミュニティ・センター長様はじめ、子供たちが日ごろからお世話になっている関

係諸団体の代表の方、よつば小学校の保護者の方（初年度は各地区から１名ずつ）等、市から

任命された計１５名の委員で構成された学校運営協議会を開催し、よつば小学校の子供たち

を健やかに育んでいくための学校運営方針について、ご承認いただきました。コミュニティ・

スクールは、大切な子供たちを真ん中に、学校・家庭・地域がそれぞれの立場で力を合わせて

子育てに取り組んでいく仕組みです。今後、子供たちの学校での活動の視察等を通して、ご意

見をいただいたり、それぞれの立場からのご支援・ご協力をいただいたりしていきます。保護

者の皆様にも、お力添えいただく場面がきっと出てくると思います。どうぞよろしくお願いい

たします。全ては子供たちのために 

※よつば小学校グランドデザイン（学校運営方針等）は、ホームページに掲載しますのでご覧くだ

さい。 

「つながる」 

コミュニティ・スクール スタート 

５月２７日（月）に第１回学校運営協議会を開催しました 

      


